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要約 博物館の民俗資料の名称は、話者や使用者による呼称、調査時の記録、旧蔵者名称の踏
襲などから名称が多様で不統一な状態にある。この問題を解決のため「検索名称」の導入を提
案する。民具の統一名称や文化人類学の文献符号の試みもあったが、博物館への普及には至っ
ていない。他方、蚕糸機械や工作機械では、勧業施策普及名称やJIS規格名称により標準化が進
んでいる。ただし専門用語は一般には難解であり、関連分野の技術と知識の継承が課題である。
博物館が収蔵する民俗資料を特定する現実的な対応は、台帳項目の再検討したうえで独立項目
として「検索名称」を付加し、複数の項目を用いて絞り込む方法と考える。そして利用者の知
識経験認識などの変化を見越し、20～30年ごとに改訂しながら活用する設計が妥当である。 

非学術的名称 
 使用者の呼称や調査時の聞き取り名
称、典拠不明な元収蔵者の名称の例が
目立ち、収蔵する博物館が新に学術名
称や標準名称を与えることが少ない。 
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上位分類名の欠落 
 形状や用途そして地域などから細分
化された資料名称を持つことが多い一
方、橇の下位名称のバチバチは上位分
類名を含まない。 

大きな概念の流用 
 国内の民俗資料に比べて海外の生活
用具など文化人類学資料（民族資料）
の名称は概念的である。たとえば衣服
であれば、単に上衣や下衣とすること
がある。 

民俗資料名称の現状 

受入後経過の項目化 
 受入後の資料の追跡に必要な事項も項目化する。
配架情報やその年月日、作業者名など。特別展や企
画展での列品、他機関への貸出、出版物への掲載、
メディアでの露出、照会事実など。記載は手間だ
が、次回以降の対応が効率化省力化される。 
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項目数過小、備考過大 
 資料台帳の多くは項目数が少なすぎ、それを補う
ために参考事項の大半を備考欄に記載している。項
目名は記載を促す役割もあるため項目の細分化や充
実が必要であろう。とりわけ秘匿情報の備考欄への
記載は止めるべきである。 

個人情報は独立項目に 
 個人情報は独立した項目として記載する。そうす
れば公開データの作成が容易になる。 

検索名称の実際 

複数項目と絞込みと検索 
１）民俗資料をいくつかの分野に区分けし 
２）用途その他の方式、あるいは資料群として分類 
３）その範囲で台帳項目を再検討し 
４）独立項目として「検索名称」を付加 
５）複数の項目を用いて絞り込む方法と考える。 

定期的な更新 
６）そして利用者の知識経験認識などの変化を見越
し、20～30年ごとに改訂しながら活用する。 

「民俗資料参考台帳」 

台帳全体を見渡す利用方法 
 実際の資料検索はインターネット上のデータベースのような極少数の項目のなかで進める
のは非現実的であり、有効な方法は公開可能なエクセル台帳データ全体を見渡す形での利用
と考える。そのためには秘匿情報は別項目に記載する整理が最低限必要。 

材料と方法 
 資料台帳の多くは項目数が少なすぎ、それを
補うために参考事項の大半を備考欄に記載して
いる。項目名は記載を促す役割もあるため項目
の細分化や充実が必要であろう。とりわけ秘匿
情報の備考欄への記載は止めるべきである。 結果と考察 
 資料台帳の多くは項目数が少なすぎ、それを
補うために参考事項の大半を備考欄に記載して
いる。項目名は記載を促す役割もあるため項目
の細分化や充実が必要であろう。とりわけ秘匿
情報の備考欄への記載は止めるべきである。 

民俗資料参考台帳へのQRコード 
https://nodaiweb.university.jp/muse/unisan/minzoku/daicho.html 

方言的差異と多様性 
 国内の民俗資料に比べて海外の生活
用具など文化人類学資料（民族資料）
の名称は概念的である。たとえば衣服
であれば、単に上衣や下衣とすること
がある。 

デジタルメディアに未対応 
 今後の収蔵が増えると見込まれるCD-ROMやハード
ディスクといったデジタルメディアは内容の目次化が必
須であるが、従来の台帳ではそのような未対応である。 

１．概要 
 資料台帳が未作成あるいは既存の台帳の
改善を検討している小規模博物館や学芸員
不在の資料館を想定して作成した。 
２．特徴 
 １）民俗資料を立体物・文書・写真・メ
ディアの４つに分けたこと、 
２）各台帳の記載事項を基礎情報・保存活
用情報・研究情報・館内情報と大区分を設
けたこと（構造化したこと）、 
３）従来は備考に記されていた様々な事柄
をそれぞれの事項に分けて記載すること、 
４）展示や利活用ならびに保存場所の変更
など受入や登録後に生じる事象についても
記載すること、 
５）資料に関する情報のなかに現れる個人
情報を別記すること、などである。 
 入力にあたっては「統計表における機械
判読可能なデータ作成に関する表記方法」
（総務省2020 pdf895KB）に従うことを
前提としている。直リンクQRコード↓ 

検索名称 収蔵品名 大分類 中分類 小分類
橇、そり 荷橇 産業 交通・通信・運搬業 陸上運輸
橇、そり 犬橇 産業 交通・通信・運搬業 陸上運輸
橇、そり 馬橇用腕木 産業 交通・通信・運搬業 陸上運輸
橇、そり 橇 産業 交通・通信・運搬業 陸上運輸
橇、そり 橇 産業 交通・通信・運搬業 陸上運輸
橇、そり 馬橇 産業 交通・通信・運搬業 陸上運輸
橇、そり 手橇 産業 交通・通信・運搬業 陸上運輸
橇、そり 荷橇 産業 交通・通信・運搬業 陸上運輸
橇、そり 馬橇 産業 農業 耕種
橇、そり バチバチ 産業 林業 集・運材用具
橇、そり ばちばち 産業 農業 耕種

検索名称 収蔵品名 大分類 中分類 小分類
台所用品 五徳 ⽣活 住 家具調度

やかん、ケトル 鉄瓶 ⽣活 ⾷ ⾷制

アイロン､こて､火熨斗､ひのし こて ⽣活 ⾐ ⽣地・染⾊・裁縫

アイロン､こて､火熨斗､ひのし アイロン ⽣活 ⾐ ⽣地・染⾊・裁縫

アイロン､こて､火熨斗､ひのし ⽕熨⽃ ⽣活 ⾐ ⽣地・染⾊・裁縫

事務機器、文房具 算盤 産業 商業 商業⽤具

事務機器、文房具 ⽳あけ 産業 商業 商業⽤具

事務機器、文房具 計算尺 ⽣活 ⺠族知識 数理

事務機器、文房具 算盤 産業 商業 商業⽤具

事務機器、文房具 算盤 ⽣活 教育 その他

軍隊、戦時 旗（⼤⽇本婦⼈会美幌町⽀部海官舎班）⽣活 社会⽣活 その他

軍隊、戦時 慰問袋（奉公袋） ⽣活 ⾐ 懐中・所持品

軍隊、戦時 軍⽤タスキ ⽣活 社会⽣活 その他

軍隊、戦時 お守り ⽣活 社会⽣活 その他

軍隊、戦時 記章（帝国軍⼈後援会賛助微章）⽣活 社会⽣活 その他

軍隊、戦時 軍隊⼿帳 ⽣活 ⾐ 懐中・所持品

改訂版では「メーカー､型番､
製造年､素材」と注記を追記 

分類名と資料名の間の名前 

検索名称 収蔵品名
写真用品 現像機⼀式

パソコン シャープ MZ-80K2
炊飯器 電気釡
ビデオデッキ ビデオウォークマン

たんす､戸棚 長持
たんす､戸棚 茶だんす
ガラス容器 菓子陳列ガラス
かんじき､スノーシュー 和カンジキ
郷土玩具 東北郷土品　人形・馬
湯飲み､湯のみ､カップ 湯のみ茶碗

湯飲み､湯のみ､カップ 湯吞
皿､鉢 三平皿
皿､鉢 小丼
皿､鉢 おてしょう
皿､鉢 茶碗

検索名称 収蔵品名 大分類 中分類 小分類
筌､うけ､どう アユモジ ⽣業 漁撈⽤具 陥穽漁⽤具
筌､うけ､どう ウナギカゴ ⽣業 漁撈⽤具 陥穽漁⽤具
筌､うけ､どう ウナギバコ ⽣業 漁撈⽤具 陥穽漁⽤具
筌､うけ､どう カマスヅケ ⽣業 漁撈⽤具 陥穽漁⽤具
筌､うけ､どう ハエトリビン ⽣業 漁撈⽤具 陥穽漁⽤具
筌､うけ､どう ゴギモジ ⽣業 漁撈⽤具 陥穽漁⽤具

概念名は避けるが、特別な事項には利用 同一系統は列記する場合あり 

資料名に欠けた上位分類を表示 

現代名称の挿入 類似品は併記 

資料台帳の再検討 


